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〈概 要 〉

活動や体験 の中で、児童は多 くの知的な気付きを生み出 しているが、児童 自身はその気付

きを意識 していない ことがあ る。児童が 自分の気付 きを大切 に し、生活や学習 に対 して一層

意欲 と自信 を もって取 り組 む ことがで きるようにす るためには、知的な気付 きを大切 に した

教師 の支援 が不 可欠であ ると考 えた。そ こで、研究主題を 「知的 な気付 きを深め広げ る支援

の工夫」 と し、次 のような視点 か ら実践授業を行 い検証す ることに した。

・知的な気付 きが生 まれ るような学習活動の工夫

・知的な気付きを見取 る手立て

・知的な気付 きを深め広 げ る支援の工夫

そ の結果、人 や社会、 自然 と直接かかわ る活動 か ら知的な気付 きが多 く生 まれ ることが分

か った。その知的な気付 きは、教師が大切に見取 り効果的な支援 をす ることで深め広げ られ、

児童 の新たな活動への意欲 につながることが明 らかになった。

一1.



1研 究主題 について

生活科部会研究主題

r知的な気付きを深め広げる支援の工夫』

〈主題設定の理 由〉

私 たちは、生 き生 きと活動 している児童の姿が生活科の授業 の中でた くさん見 られ るように、

学習活動な どを工夫 して きた。そ して、活動 に熱中 し、楽 しそ うに進んで活動す る児童の様子

が見 られればよい授業がで きたと考えていた。 しか し、一方で、 この学習のね らい が達成でき

たかどうかについて、客観 的な評価をす ることが難 しく、必ず しも次の指導に生か されていな

い という現状 があ った。 その ことか ら、生活科の学習 の中で児童にどの ような学び があったの

か ということについて、よ り深 く考え る必要があ ると考 えた。

生活科の授業 を通 して、主体的 に対 象にかかわ り、進んで活動 しようとい う児童 が増えてき

ている。 また、その活動を通 して多 くの ことに気付いてい る。 しか し、その気付 きが児童 に定

着せず に終わ って しまう状況 もみ られ る。そ こで私たちは、 自分の気付 きを自覚 し、 もっとそ

の気付きを大切 にす る児童を育てたい と願 い、そのためには、私たちが授業の中で児童 の気付

きを しっか りと見取 ることが大切であ ると考 えた。

児童 は、生活科 の授業 を楽 しみ に してい る。 「楽 しか った。」「お も しろか った。」 とい う声

も活動 の中でた くさん聞 こえて くる。 しか し、その中で児童 にどんな力が付いたのか というこ

とを考えたとき、生活科の 目標 に立 ち返 って評価 してみなければな らない。そ して、児童 の学

びの姿か ら、 もう一度教師の支援 のあ り方につい て見直 してい く必要 があると考 えた。

例えば、1年 生が 自分た ちで作 ったサ ツマイモを掘 ったときの ことである。畑か らあふれ る

ほどに生 い茂 ったサツマイモのつるを抜いた とき、児童 はそのあま りの長 さに驚い た。そ して、

す ぐにそのつ るを二人 でひ っぱ りっこ した り、体 に巻 き付けた り、縄跳 びを した り して遊 び始

めた。

この楽 しそ うな児童の姿 をどうとらえた らよいのであ ろうか。ただ単に遊 んでい るだけとと

らえる こともで きる。 しか し、体験 を通 してつ るの特徴 に気 付き、 「こんな身近 な物 で も遊べ

るんだ。」 「飾 りも作れそ うだな。」「い ろい ろ工夫す ると楽 しく遊べそ うだ。」 と考えていると

見取 ることはできないだろうか。 このような気付きは、遊んでいる児童 自身 も自覚 してはいな

いであろう。 そこで、児童 の気付 きを教師が見取 り、その子 自身の活動を認め、周囲の児童 に

広めていけば、 この活動 自体 が価値ある ものとな り、その後の活動 も充実 した もの になると考

え る。

自分の気付 きが価値あ るものだと分かる ことで、児童 は 自分 自身に 自信 をもち、生 き生 きと

活動す るようにな る。そ して、その活 動の中でまた新 たな 「知的な気付 き」 を してい く。 この

ような学びを繰 り返す ことで、児童は 自分 自身への理解 を深め、学習への意欲を もち、 自立へ

の基礎 を身に付けてい くのだ と考える。

以上の ことか ら、研究主題 をr知 的な気付 きを深め広 げる支援の工 夫』 と設定 し、実践 を通

して追究することと した。
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ll研 究 の構 想

一 児童の実態 一 生活科の目標 一 生活科の改善の基本方針 一 教育課程の基準の一

改善の基本方針
・体験的な活動 は意 具体的な活動や体 ・児童が身近な人や社会、自然 と
欲的に取 り組む。 験 を 通 して 、 自分 と 直接かかわ る活動や体験 を一層 ・豊かな人間性や社会

・身近な人や環境と 身近な人 々、社会及 重視すること 性、国際社会 に生 き
かかわる体験が少 び 自然とのかかわ り ・直接かかわる活動や体験の中で る日本人 と しての 自
な い 。 に 関 心 を も ち 、 自分 生 まれ る知的な気付きを大切に 覚の育成

・自分 の よ い と こ ろ 自身や自分の生活に す る指導が行われるようにする ・自 ら 学 び 自 ら 考 え る

に気付 くことがで ついて考えさせ ると こ と 力の育成
き な い 子 もい る 。 と も に 、 そ の 過 程 に ・各学校において、地域の環境や ・基礎基本の定着 と個

・自分の気付きの価 おいて生活上必要な 児童の実態に応 じて創意工夫を 性 を生かす教 育の充
値に気付かない子 習慣や技能を身に付 生か した教育活動や、重点的 ・ 実
も い る 。 け させ 、 自立 へ の 基 弾力的な指導が一層活発に展開 ・特色あ る教育活動 の

礎 を養 う。 で き る よ う にす る こ と 展開

1 lI 1

目指す児童像
・自分の思いや願いをもって、主体的に活動する子
・人や社会、 自然 と直接かかわる活動を楽 しむ子
・活動や体験の中か ら様 々なことに気付き、それを大切にする子

研究主題 ・

知 的 な 気 付 き を 深 め 広 げ る 支 援 の 工 夫

研究の仮説
生活科の授業において、以下の3つ の視点に留意 して学習を進めれば主題にせまることができるだろう。

(D活 動の目的を明確 にし、人や社会、自然と直接かかわる活動や体験 を効果的に学習に取 り入れる。
(知的な気付きが生まれる)

(2)児 童一人一人の知的な気付きを見取 り、認め自信をもたせる支援をする。
(知的な気付 きの意味付けをする)

(3)知 的な気付 きを比較や関係付け等 をしなが ら、児童が 自分なりに表現できるような支援 をす る。
(知的な気付 きを深め広げる)

研究内客
(1)「 知的な気付 き」にっいて基本的な考え方を明確にする。

"

(2)知 的な気付きが生まれるような学習活動を工夫する。
(3)知 的な気付きを見取 る手立てを学習活動を通 して探る。
(4)知 的な気付きを深め広げる支援 を工夫する。

研究方法
基磁研究 授業研究 ・ 調査研究

・先 行 研 究 の 分 析 ・整 理 次のような視点で授業実 ・実 態 調 査

・知的な気付きの概念と考察 一 践 を 行 う 。 一 ・授業後の知的な気付きの考察

〈視点1> 知的な気付きが生まれるような学習活動の工夫 ・

ア ー人一人が 目的を明確にできる活動を設定する。
イ ー人一人が主体的に取 り組める活動を取 り入れ る。
ウ 願いが強まるように、繰 り返 し行 う活動を設定する。
工 人や社会、 自然にかかわる喜びを味わう活動を取 り入れる。

オ 自分がしたことや考えたことを振 り返る活動を設定す る。
<視点2>知 的な気付きを見取 る手立て

ア 活動前に、あらか じめ児童の主な気付きを予想 しておく。
イ 活動中の児童の様子からとらえる。
ウ 活動後、児童が作品やカー ドなどに表現 した ものから分析する。

〈視点3>知 的な気付きを深め広げる支援の工夫
ア ー 人 一一人 が 自分 の 気 付 き を確 認 し、 興 味 を 深 め る た め の 支 援 をす る。

イ 気付いたことに対 し、お互いの気付きのよさを発見す るための支援をする。
ウ 気 付 い た こ と を振 り返 り、 さ ら に深 く追 究 しよ う とす る た め の 支 援 を す る。
工 気付いたことを他の人に教えた り伝えたりするための支援をする。

オ これ ま で の活 動 を も と に 、 新 た な 思 い や願 い を もつ た め の 支 援 を す る。
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lll研 究 の 内 容

1「 知的 な気付 き」についての基本的な考 え方

(1)「 知的 な気付 き」 のとらえ方

児童が、思 いや願 いをもって取 り組ん だ活動 を通 して得 られ る気付 きや、 自分 自身の

振 り返 り、友達 とのかかわ り、教 師などの支援等 によ り児童 に明確 に認識 され、実感 を

伴 って得 られ るような気付 きを 「知的な気付 き」 ととらえ る。

児 童 一 人 一 人 が 「こん な こ とを したい 。」 「○ ○ を作 りた い。」 とい う活 動 へ の 思 い や願 い を

強 く も った と き、知 的 な 気 付 き が生 まれ やす い 。思 い や願 い を も った活 動 の中 で は 、「す ごい!」

「ど う して こ う な った の か な。」 「あ 、 そ うか 。 分 か った!」 「な る ほ ど。」 な どの 実 感 を伴 っ

た つ ぶ や きが 多 く聞 かれ る。 そ して思 わ ず 「こ っち に来 て!」 「見 て 見 て!」 と他 の人 に知 ら

せ た くな る。 この よ うな様 子 を示 す 場 合 は、 児 童 が 自分 自身で 気 付 き の価 値 を見 い だ して い る

こ とが 多 い。 そ して 、 気 付い た こ と を表 現 した い とい う思 いが ふ く らみ 、 そ の 思 い が表 にで や

す くな るの で 、気 付 きを 見取 りや す い。 一 方 、 じっ と何 か を見 つ め て い た り、 熱 中 して作 業 し

て い た り して、 行 動 には表 れ て い るの だが 、 言 葉 で表 現 しない た め に気 付 きが 見取 りに くい 児

童 もい る。 気 付 き方 や気 付 きの 表 し方 は一 人 一 人 異 な り、 気 付 きの価 値 に気 付 か な い児 童 もい

る とい う こ とで あ る。

気 付 い た こ との価値 を認 識 す る き っかけ は 様 々で あ る。 す で に 自分 自身 で 「これ はす ごい 発

見 だ。」 と気 付 き の価 値 を感 じ、 表 現 す る児 童 も い る。 ま た 、 友 達 に認 め られ て 「そ うか 。」

と初 め て そ の価 値 に気 付 い た り、 支 援者 にほ め られ て 自分 の 気 付 い た こ と に 自信 を も った り、

人 との か か わ りを通 して気 付 き を認識 す る児 童 もい る。 例 え ば 、次 の よ うな 児童 の姿 を 「知 的

な気 付 き」 と と らえ る ことが で き るだ ろ う と考 え た。

0自 分 自身 の 認 識 ・ ・ ・ ・・ … 活 動 の 中 で、先 行経 験 と比 較 した り、ひ らめ い た りす る。

〈例〉

く⊃_

)θ

乱 この=文 は
'

なんの虫の=え かな 。

いままで'は

きこえて=な ヵ、1によ。

○ 友 達 と の か か わ りに よ る認 識 ・ ・「本 当 だ!大 発 見 だね!」 な ど と認 め られ た り、 「不 思 議

だね 。ど う して だ ろ う。」 と一 緒 に 考 え て くれ た りす る。

〈例 〉
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○ 教師 等 の支援 に よ る認 識 ・… 児童 のつぶやきや しぐさな どか ら、子 どものつ ぶや きを

他の言葉 で言い換 えて確かめた り、共感 した り、認め た

りす る。

〈例 〉

)

/伽(フ

○ ○ 〈んは

†ごんゴ虫が 気にλ・乖 の

うん'そ うなん†ご.
ちよ,tゆ び でrざ わ るヒわ 、 てきカvきアご

と お も,て まろく ナよるんアゴよ 。

このような姿 を的確 にと らえ るためには、支援者は児童一人一人 の反応 に敏感 にな り、その

児童の表情や しぐさなどの様子や、発せ られた ことを見取 ることが大切であ る。そ して見取 っ

た ことを児童に返 し、気付 きの価値 が認識で きるような適切 な支援 をす ることが重要であ る。

その支援 により、児童の活動 への思 いや願 いは さらにふ くらみ、多 くの ことを学んでい くこと

がで きると考える。その結果、児童 の心 も育ち、 自分 に自信 を もつ ことができ、生活科の 目指

すr自 立への基礎』 とい うね らい を達成す る ことがで きると考 える。

(2)「 知的 な気付 き」 の重要性

「知的 な気付 き」 は様 々な学びを生 む。

「知的 な気付 き」 は、発見や成功体験の喜び を感 じる柱 とな り、表現への意欲 を高め る。そ

して表現す ることで、 自分の ことを伝 えた り、友達 や 自分 自身の心身 の成長に も気付い た りす

ることができる。 また、 「知的 な気付 き」 を振 り返 って とらえ直す ことによ り、 自分 に身 に付

いたことをその後の学習や生活 にも生かす ことができる。

そ して、児童 の 「知的な気付 き」 をていねいに見取 り、深 め広 げる過程において、児童の ど

のような力を引 き出 して育てるのか、児童が何 を思い願 っているのかが明確 になる。その よう

な取 り組 みは児童だけでな く、教師 にとって も新 たな学びへの発展へ とつながると考え る。

(3)「 知 的な気付 き」を大切 にす る支援

児童の 「知的な気 付 き」 を大切 にす るという ことは、一人一人の ことをよ りよく理解 し、 発

した ものを受 け止め、児童が感 じた ことに共感 し、児童 一人一人の思いや願いが実現 できるよ

うにする ことであ る。

「知的 な気付 き」 を大切 にす る方法はい ろい ろあ るが、その中で も私 たちは"支 援"が 特 に

大切であ ると考えた。 そ して、"支 援"に よ って一人一人 の 「知 的な気付 き」 をよ り多 くの友

達 に広 げ、共有する ことによって、学びの深 ま りや広 が りにもつなが ってい くものと考えてい

る。

そ こで、次 に、効果的 な支援 を行 うため に、具体的 な支援の工夫 を 「知的な気付 きが生 まれ

る」 「知的 な気 付 きを見取 る」 「知的 な気 付 きを深め広げ る」 とい う視 点か ら考 える ことに し

た。
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2知 的な気付 きが生 まれるよ うな学習活動の工夫

(1)知 的な気付 きを示す具体 的な児童の姿

生活科では、直接かかわ る活動や体験の 中で生まれ る知的な気付きを大切 にする指導が行わ

れ る ことが求め られ る。知的な気付 きは、学習活動の組み方 と関係す ると考 える。そ こで、知

的な気付 きは どのような場で生まれ るのか とい うことについて検討す る ことにした。始 めに、

自分た ちの授業実践の中か ら知的な気付 きが生まれた と考 え られる事例 をもちよ り、分析 した。

以下 はその分析例である。

<事 例1>

赤ち ゃん用のスプー ンをつか って みた

よ。赤 ちゃんはグーで しか ものを持 てな

いか ら、こういう形 をして いるんだ。

(普通のスプー ンよ り曲が っている。)

赤 ちゃん用のス プー ンを握 って初めて ど

うしてそのよ うな形 を して いるのか分か っ

→ た。実 際 に体験 す る ことによって、形だ け

を見て いては分か らなか った原 因 に気付 い

た。

<事 例2>

1年 生 にハ ムスターの ことを教 えてあ

げるの に、作文 に書いて説明 した ら分か

って も らえなかった。 どの よ うに した ら

1年 生に分かって もらえるかな。そ うだ!

紙芝 居 を作 った ら1年 生 には分か りやす

いね。絵があると分か りやす いよね。

1年 生にハムス ターの ことを教 えて あげ

たい という明確な 目的 があって、そ の 目的

→ を達 成す るため にどのよ うに した ら1年 生

に分か りやす いか を考 え、表 現方法 を自分

で工夫 した。

<事 例3>

町探 検で 、お巡 りさんが 自分 の名 前 を

覚 えで いて くれ た。 うれ しいな。僕 も相

手の名前 を覚 えるよ うにしよう。そ した

ら次 は名前で呼べ るね。

名前 を覚えて もらった経験 を もとに、互

いに名前 を知る ともっ と親 しくなれ ること

→ に気 付き、 自分 も名前 を覚 えよ うと して い

る。双 方向のかかわ りの大切 さや、相手 と

のよ りよいかかわ りに気付 くことができた。

〈事例4>

魚や さん にいきな り行 ってお話 してい

いのか と心配だ ったけ ど、優 しく答 えて

くれ たよ。2回 行 ったか ら放課後一 人で

もいけた よ。今度 はお じさんの子 どもの

ころについて聞 いて こようかな。

一度 だけでな く2回3回 とかかわ ること

によ り、 もっ と話 した い、今度 は秋 の魚 に

→ つ いて聞いてきた いな と願 いが 強ま り、か

かわ り方 に も深 ま りが見 られ るよ うになっ

た。

〈事例5>

Aち ゃんが、段ボールを切 りにくそ うに

して いたよ。私 も自分 の ことで手一杯だ

ったか ら手伝えなか った。私 の仕 事 は家

でできるか らやって こよ う。そ う した らA

ち ゃんを手伝えるね。

→

一人で切れな くて困って いた友達 に気付

いていた児童 に、 どうした らよかったか を

問 いか け行動 を振 り返 らせた と ころ、 自分

の仕 事 は家で もできるので、学校 ではAさ

ん を手伝 って あげる という判断を した。
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このような分析か ら、次の5つ の活動 を単元の中に効果的に組み入れ ることによ って、知的

な気付きが生 まれ るのではないか と考 えた。 また、 なぜ5つ の活動が必要 なのか、その必要性

にっいて も考えてみ た。

(2)知 的な気付 きを生み出す5つ の活動

ア

イ

ウ

工

オ

一人一人が 目的 を明確にで きる活動 を設定す る
。

一人一人 が主体的に取 り組 める活動を取 り入れ る
。

願いが強 まるように繰 り返 し行 う活動 を設定す る。

〈事例2>

<事 例1・2>

<事 例4>

人や 自然、社会にかかわ る喜びを味わ う活動 を取 り入れ る。 〈事例3>

自分 が したことや考 えたことを振 り返 る活動 を設定す る。<事 例2・5>

ア ー人一人が 目的 を明確 にで きる活動 を設定す る。

活動す るに当た っては児童一人一人 が、常に活動 の 目的 を明確 にもってい ることが大切であ

る。 目的な しに活動すれば、学習が活動だけにとどま り、何 が身に付いたのかあい まいなまま

で終わ って しまう。 これ か ら何 をす るのか児童が活動の 目的 をは っきりとと らえることがで き

るような場 を設定す ることが大切 にな って くる。

イ ー人一人が主体的 に取 り組 め る活動 を取 り入れ る。

受動的 な活動 を したので は、思いや願 いをもちづ らい。 また、気付きも生 まれに くい。 自分

か ら対象物 に主体的 にかかわ って こそ 自分の思いや願 いももちやすい。 また、 自分 の思いや願

いを もてば、 自分 な りの気付 きも多 く生 まれると考 える。そういう意味で も主体的 に取 り組 め

る活動が必要であると考え る。

ウ 願 いが強 まるように繰 り返 し行 う活動 を設定す る。

例えば公園 に行 った とき、初め は物珍 しくて遊具で遊 んでいるだけか もしれ ない。 しか し、

友達が持 っていた落ち葉 に気付 き、次は 自分 も落 ち葉拾いを したい という願い をもつようにな

る。一度 き りの活動 では体験で きることには限 りがあ る。 しか し、繰 り返 し活動す る ことで児

童 の思いや願いの もとに活動す る機 会が増 え、そ こに新 たに知的な気付 きが生 まれ る可能性 も

ある。

工 人や 自然、社会 にかかわる喜びを味わ う活動 を取 り入れ る。

児童と人や 自然、社会 との主体的なかかわ りがあれば、喜びや成就感 を得 られ る ことが多い。

かかわる対象は、毎 日水 をあげてい る朝顔 であ った り、近所のお じさんであ った り様 々である。

大事に大事 に育てた朝顔が咲いたときは喜び もひ としおであ るだろう。近所 のお じさんに挨拶

をした ら、お じさんも自分 と同 じ小学校出身だ ったことが分か ってび っくりした り、 うれ しか

った りす る・ このような躍動す る心の動 きの中 か ら、知的な気付 きは生 まれ て くると考 える。

オ 自分が した ことや考えたことを振 り返 る活動 を設定す る。

活動 しただけでは児童の気付 きを十分に生かす ことができない。活動 を振 り返 る場 をもつ こ

とによ り、児童は自分の気付きを確認 し、活動 の見通 しを もつ ことが できると考え る。 自分が

したこと、考えたことを振 り返 った り友達 に広めた りす る場は、気付 きをさらに深 めた り広め

た りす る場 で もあると考える。
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3知 的な気付 きを見取 る手立て

児童 が自らの思いや願 いを もって学習活動 を進めてい くとき、知 的な気付 きが児童 の中に生

まれ て くる。教師 はそれ らの知的な気付きを肯定 的 に見取 り、それ を深めた り広 げた りで きる

ような効果的な支援を してい く必要がある。

そ こで、知的 な気付きを見取 るために、次のような手立てを考えた。

ア 活動前 に、あ らか じめ児童 の主な気付 きを予想 してお く。

これまでの活動 の様子 を記録 した見取 り表 などをもとに、 児童一人一人にっいて気付 きの傾

向な どを分析す る。そ して、児童 の気付 きをあ らか じめ予想 してお くことによって、気付 きを

見逃 さない ようにす ることが大切であ ると考え る。

例 えば、2年 生のB児 は、 自然に対 する興味関心は強 いが、社 会的 なものに対す る関心が弱

い傾 向にあ った。そ こで、教 師はB児 が身近 な人に働 きかけ るような場面 を設定 し、人 とかか

わ る体験 を させ たい と考 えた。単元 「あきを楽 しもう」で、代 々木公園 に1年 生 と一緒に地下

鉄 に乗 ってどん ぐりを拾 いにい くので、事前 に地下鉄 に乗 る活動 を組んだ。その活動の中で、

B児 には、1年 生 にとって危険なこと、気を付 けたいことな どの気付 きが多 く生 まれ、1年 生

の ことを気遣いなが ら、かかわる姿が見 られ るようにな った。

1イ 渤 中の児童の様子 か らとらえる.1

児童 の動作、発言、っぶやき、表情な どか ら知的な気付 きをとらえる。特 に次 の ような様子

に着 目す ると、知的な気付きを見取 りやすい ことが実践 の中か ら明 らかになった。

① 一人で じっと考えた り一つの ことに熱中 した りしてい る様子

一生懸命 に考えていた り
、他の ことに 目も向けず に対象物 と

かかわ った りしてい るときは、児童 の中に対象に対す るこだわ

㌔・、 りがあ り、知 的な気付 きの生 まれる ことが多い ときであ る。

② とまどってい る様子

轟 と1齢 灘 ニニ黙 雰繍;篇
曽 るき っかけにな ることがあ るので、児童の とまどいの表情 など

を見落 とさない ことが大切である。児童の様子の 中で も、特 に

〈じっと見つめる目〉 配慮 を して見取 りたい。

③ 強 い驚 き、疑問、喜びの表情が現れ ている様子

④ 他 の人(友 達、先生な ど)に 繰 り返 し声 をかけている様子

③ も④ も、児童が 自 ら思いを表 出 しているので、気付きの内容な どを引 き出す ような言葉

かけをす ることが大切である。 また、児童 自身が気付いたことを認めてもらいたが ってい る

ので、それ に共感 した り賞賛 した りす るような支援が必要であ る。

⑤ 行動 に変化が生 じてい る様子

例 えば、虫好きな児童がバ ッタをつかまえれば、その場 の興味で 「飼いたい」 と言 うこと

が多い。 しか し、「飼い たい」 と言 っていたのに 「逃が した」 とい う場 合があ る。行動や気

持 ちの変化 のきっかけにな ったことを適切 にと らえ ることが必要である。児童の中に 「自然

や生命 を大切 にしな くてはいけない」などの知的な気付きを見取 れ ることがあ る。
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1ウ 活動後 ・児童が作品や カー ドな どに表現 した ものから分析する・1

以下の ものを活用す る ことによって、気 付きの変化や傾 向をとらえる ことがで きる。

一・・一一 学習力r二
.ドやメ.至 一… 作 品 … 一 相互註価 の付箋 一一一

時 間 ごとの活動 の様 子 、 製作過 程 も考慮 しなが ら、思 他 の児童 の活 動 に対 し

児 童の 思いや願 い、知 的 な いや願 い とと もに、気付 きや工 て評価 をす る児 童 の考 え

気付 きな どを見取 る。 夫などを見取 る。 などを見取 る。

ど べ 犠1㌘1ガ`ら

糀
縫熱

〈学習カー ドの例〉

また、活動中 に見取 れ なか った気付 きを次 のよ うな方法

で拾い上げることも大切 である。

・ビデオや カメラな どの視聴覚機 器の活用

・T・T 、 ゲス トテ ィーチ ャー、保護者 な どの授業協力

者 か らの情報提供

・児童 か らの聞 き取 りや 日記、 日常観察 など

児童 のカー ドや作品 などをためてポー トフ ォリオの よう

な形 で残 してお き、児童 自身が活動 を振 り返 った ときに、

自分の気付 きや 自分 自身 のよさを確 認できるように してお

くことも大切である。

また、活動中の児童の様子 を、見取 り表 に継続的

に記録 し、 次回の活動や気付 きがよ り深 まるように

支援 をす る手立てとす る。

授業中 に記録 をす る時間がない場合 は、授業後 の

早いうちに記録 をす るとよい。

この表を単元の最初か ら最後 まで通 して見 ると、

児童の変容が明 らかにな った り、今後 の学習活動 の

計画 を立て るのに役立てた りできると考え る。

〈見取り衰の例〉

児童一人一人の知的な気付 きを深 め広げ るためには、上記の見取 りや次ページに述べ る支援

が行われ る。その際 に、児童の様子 か ら見取 った ことをもとに次 のように評価 してい くことが

大切 であると考える。

氏 6
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①その場そ の場の児童の様子

を見取 り、それ を生 か して

い くための評価

② 見取 り表 をもとに、次 の活

動 における児童の様子 を予

想す るための評価

③ 単元全体 を通 して見取 った

興味 関心 ・活動状況 ・気付

きについての評価

① の評価は、児童一人 一人に対す る 日頃の観察や対応 な どとも密接 につなが ってお り、的確

な状況判断 による適切 な言葉かけが必要であ る。②や③の評価 は、収集 したデータを もとに児

童の活動の様子や気付 きの傾向を分析 して、児童一人一人に対 して適切な支援 を行 うために大

切な ものであ る。また、教師の授業 の組み立てや学習活動の設定 などを反省 し、改善 してい く

上で も有効であ ると考 える。
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4知 的な気付 きを深め広 げる支援 の工夫

低学年の児童は、様 々な ことに気付 き、発見 し、その喜びや驚 きを表情 に表 した り誰 かに伝

えようと した りす る。教師 は、 日々の学校生活を通 してその児童が どういうときに どのような

行動 をとるのかなどの児童理解に努 め、一人一人の気付 きの傾 向をあ らか じめ把握 してお く必

要 があ る。小 さな表情の変化やつぶや きを敏感 にとらえ、支援 につなげてい くことが大切であ

る。

また、教師 は各活動の単元 目標 を十分 に理解 し、多様 な学習活動 を展開 していかな くてはな

らない。児童 にどんな力 をつけたいのか ということを明確 にす ることで、支援 の方 向が決 ま っ

て くる。 さらに、活動内容に関す る確かな教材観 をもつ ことにより一層その場 に応 じた適切 な

支援がで きる。

このような教師 の姿勢によ って、その気付 きをさらに深めた り広げ た りす ることがで きると

考える。これ らの考えをもとに、私たちは授業実践 を通 して次の5つ の支援が有効だ と考 えた。

レ ー人一人が 自分の気付 きを確認 し演 味を深め るための支援 をす る.1

P8で 述 べたように、活動中の児童 の様子か ら多 くの気付 きをとらえ ることがで きる。

「あきとあそぼ う」 の活動中、C児 が桜の葉 と他の木の葉を比べて、蜜腺が膨 らんでいるの

を発見 した。担任が 「す ごい よ。 先生 も知 らなか った ことをCさ んが発見 しま した。」 と気付

いたことを全員 に紹介す ると、C児 はとて もうれ しそ うな表情 にな り、次 の時間 も積極的 に活

動 した。

児童は活動す る中で無意識 のうちに何か を発見 している ことがある。教師が児童の活動を敏

感 に見取 り、共感的な言葉 をかけることで発見 したことが児童 に意識化 されて くる。それを も

とに話を聞 き、方向性 をもって助 言す るなどの支援 をすれば、児童は 自信 をもち、 自分の活動

を振 り返 って、 さらに詳 しく調べ てみ よう、 もっと見つけてみ ようと意欲が喚起 され、活動が

発展 してい くと考える。

レ 鮒 いたことに対 し、お互いの気付きのよさを発財 るための支援をするコ

教師 と児童、児童と児童が認め合うことで、 さらに気 付 き

が価値ある ものへ変容 してい くと考 える。

活動の中で書いたカー ドや作品を掲示 し、友達同士で作 品

を見合 う時 間を設定す る。それぞれ が気付いた ことや考 えた

ことを知 り、rDさ んは こんな ことも気付 いてすば らしい。」

「Eさ んは もっとこうす るといい よ。」な ど、子 どもな りの評

価を応援 カー ド(付 箋)な どに書き、作品 に添付す る。 友達

に認められ る ことでお互いに活動 の質 を高めてい くことがで

きると考える。

〈応援 カー ドの例〉
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ウ 気付 いたことを振 り返 り、 さらに深 く追究 しようとするための支援 をす る。

生活科 では しば しば同 じ活動 を繰 り返す ことがある。その中で、児童は様 々な気付 きを積み

重 ねてい きなが ら、活動 を発展 させてい く。例 えば2年 生 の 「まちたんけん」 の活動で、あ る

店 に行 って話を聞いた。1回 目は緊張感 もあ り、 メモ していった ことだけを質問す るのがや っ

とだ ったが、学校 にもどりそ の内容を振 り返 ることで、次 はこういうことを聞 きたい、 こんな

ことをや ってみたい という思いや願 いが生 まれた。2回 目以降は、徐 々に店の人 との人間関係

が深 ま り、質問か ら会話へ と進んだ。お店の人 か らいろい ろな話を して もらうことで、新たな

発見 をす ることができた。

このような活動 をす るために、まず教 師がゆとりのある活動 計画を立て ることが大切 である。

それ によって、児童の思いや願いの深 ま りに対応 した活動 を行 うことができる。その際、 児童

とのパイプ役 とな り、かかわ る人 との打 ち合わせを綿密 に してお く必要が ある。

また、活動 した ことをカー ドにかいた り写真に撮 った りして、記録 と して常に振 り返 る材料

とな るよ う掲示 してお く。 「この前 は○○だ ったけど今 日はどうだ った?」 等の児童 に意識 を

もたせ るような教師 の言葉 も有効 であ る。

工 気付 いたことを他 の人 に教えた り伝えた りす るため の支援 をす る。

気付いたことを自分だけのものに してお くのではな く、皆 に伝 え認め られ ることによ って、

児童は 自信 をもち、その後の活動 に一層意欲的に取 り組む ことができるようになると考 える。

そのため に、教師は、活動計画の中に気付いた ことを伝え る場 や時間 を意図的に設定す る。伝

え る対 象 は ク ラ スの友 達 、他 学 年 の児 童 、保 護者 、 ゲ ス ト

テ ィーチ ャ ー、地 域 の 人 々な どが考 え られ る。 活 動 内容 に

応 じて、新 聞 、劇 、 紙 芝居 、す ご ろ く、 手紙 な ど児 童 が 自

由 に発想 し、表 現 で き る よ う支 援 して い く。 そ して 、 それ

らの活動 の 中 で一 人 一 人 が 自分 な りの 考 え を も ち、 意欲 的

に取 り組 ん だ り、 良い 発想 が 生 まれ た り した と きは そ の よ

さ を認 め、 他 の児 童 に伝 え てい くこ と も大 きな 支援 の一 つ

と な る。 〈全校集会で発衰する子どもたち〉

オ これ までの活動 をもとに、新 たな思いや願い をもつための支援 をす る。

児 童 に新 た な思 いや 願 い を もた せ る ため には 、 まず 児 童 が成 就 感 を得 られ るよ う にす る こ と

が 大切 で あ る。 例 え ば、 朝顔 に毎 日水 や りを し大 切 に育 て て い った 結 果 、 花 が咲 き実 が な った

と き に、 「ま た朝 顔 を 育 て た い な 。」 「今度 は 他 の花 を育 て た い な。」 な どの 次 の思 い や願 い が

生 まれ や す い 。

また、 学 習 環 境 を整 え る こ と も大 切 で あ る。 例 えば 、 児 童 が どん ぐ りを拾 って きた と きに、

どん ぐ りの 本 を開 い て置 い た り、 や じろべ え や こまを作 りさ りげ な く置 い た りす る と、 児童 は

「こん な の も どん ぐ りで作 れ る ん だ。」 「ぼ く も作 ってみ たい な。」 と思 い を膨 らませ て い くの

で あ る。
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N実 践事例

1「 知 的な気付 きが生まれ るよ うな学習活動の工夫」 の実践事例

第1学 年rい つ もあ りが とう、おにいさんおねえさん」

(1)本 単元 にお ける学習活動の工夫

次の5つ の視点で活動を精選 し・活動計画に取 り入れる ことで、児童が活動 を展開する際、

気付 きが多 く生 まれるよ うに考えた。

記号

ア

イ

ウ

工

オ

活動の視点

一 人一人が 目的を明確 に

で きる活動を設定す る。

一人一人が主体的 に取 り

組 め る活 動 を 取 り入 れ

る。

願いが強 まるよ うに繰 り

返 し行 う活 動 を設 定 す

る。

人 や社会 、自然 にか かわ

る喜びを味わ う活動 を取

り入れる。

自分が した ことや考 えた

ことを振 り返 る活動 を設

定す る。

活動の内容

・6年 生の仕事 を疑似体験 した感 想 をもとに計画 を立て る
。

・在校 生に聞き取 り調査を行 った ことをもとに計画 を立てる

・日常的 に6年 生 を中心 とした人たちに対す る 「あ りが とう

カー ド」 を作 り掲示 する。

・早 い段階で6年 生の仕事 を疑似体験す る
。

・6年 生 に仕事を させ て もらった り教 えて もらった りする
。

・授業時や休 み時 間な どを使 い
、何度 も聞き取 り調査 をする。

・6年 生に仕事 を手伝わせても らうな どの活動を
、授業 中や

休み時 間、朝 の時間な どに何度 も行 う。

・6年 生 に教 えて もらった り一緒 に活動 した り
、 また学校の

人々に聞き取 り調査を行 った りす る。

・自分た ちがで きる ことを考え実行す る
。

・各活動の後 や途 中に情報交換や話 し合 いを行 う
。

・6年 生の仕事 マ ップを作る
。

・6年 生一人一人にクラスで考 えたお礼の手紙 を書 く
。

また、 「人や社会 、 自然 にかかわ る体験 を効果的 に取 り入れ る」ため に、本単元 では次 の

ような ことを重視 して活動 を取 り入れた。

・学校 について調べ る活動を9月 に設定する
。

学校探検 の流れの中で、学校 に慣 れ経験 を積んできた2学 期 に本単元 を組 み入れ 、自分

たちの生活 との関連を図 り、 自分 とのかかわ りを感 じ考 えなが ら進 め られ るよ うにした。

・6年 生 とのかかわ りを重視す る。

6年 生 とのかかわ りを中心に考 え、6年 生への愛情や親 しみを大 切に しなが ら、児童の

意欲 を高め課題意識をもたせた。
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(2)活 動計画(全15時 間)【 】は活動 の視点

単元 のね らい ・6年 生 の仕 事 を調 べ体 験 す る こ とに よ って、6年 生 へ の愛 情 を深 め ると

と もに、学 校 の こと を も っと知 ろ う とす る意欲 を もつ。

・調 べ た こ とか ら 自分 た ちが で きる こ とを考 え、 これ か らの生 活 に具 体 的

な めあ て と意欲 を もち 、適 切 に行 動 で き る よ うにな る。

児童の活動 ◎気付 きが生 まれるような支援 ☆評価

16年 生の仕事をしてみよう(2時 間)1
06年 生が して くれていることについ ◎ よ く思い出 して話 し合えるように、1学 期か ら掲示

て思 い 出 し、話 し合 う。 してい る 「あ りが と う カー ド」 を提 示 す る。

06年 生が していた仕事(今 回は 「入 ◎実感 を伴 って活動 を進めていけるように、全員で体

学式の椅子並べ」)を体験 してみ る。 を使 ってで きる活動 を選択す る。

【イ】 ☆6年 生の仕事に、関心をもつ ことがで きたか。

・6年 生 ってや っぱ りす ごい な。

○気付いた ことをもとに6年 生の仕事 ◎ 活 動 の めあ て を は っ き りと意識 して もて る よ うに、

を調べ る活動の計画 を立てる。【ア】 疑 問 に思 って い る こ とを全 員 で 出 し合 うと と もに、

・6年 生の仕事は どんな ものがある 学習 メモにめあてを具体的 に書 けるようにす る。

か な 。

16年 生の仕事 について調べよう(4時 間)1

02～5年 生 を対 象 に 、 「6年 生 の し ◎ 一 人 一人 が 聞 き取 りをす る こ とが で き るよ う に、 初

ている仕事」の聞き取 り調査をす る。 め はグループ単位で行動 し、慣れ てきた ら一人で も

【ウ 、 エ 】 聞 け るよ うにす る。
・委 員 会 って何 か な。 ☆ 自分が調べたいことについて具体的なめあて をもっ
・飼育委員会が どんな仕事 を してい こ とが で きた か。

るの か調 べ て み たい な。 ◎興味を生か し、友達 の考えを 自分 に取 り入れ るため

○ グルー プ をつ くり、6年 生 に イ ンタ に、調 べ た い仕 事別 の グル ー プ をつ くる。

ビ ュー をす る計 画 を立 て る。 ◎願いを強めるため に、クラス全員で手紙 を書 き、み

06年 生にイ ンタビューのお願いの手 ん なで6年 生 に届け るようにす る。

紙 をみ ん な で書 く。 【エ】

16年 生に聞 こう、仕事 をさせてもらお う(5時 間)1

06年 生 にイ ンタ ビ ュー を した り仕 事 ◎ より多 くの気付 きができるよう、仕事の手伝いを一

を させ て も らった りす る。【イ、エ】 緒 にさせて もらえるよう6年 生 にお願 い してお く。

(本時)

06年 生の仕事 について教 え合い、新 ◎6年 生 の気持 ちや 自分たちの生活 にかかわ る発言を

た な課 題 を もつ。 【オ 】 取 り上げてみんなに広 める。

○ も っ と調 べ てみ た い こ とにっ い て、 ◎一人一人の願 いに基づいた活動が できるように、授

聞 きに行 った り調べに行 った りす 業時間や休み時間な どを弾力的 に運営す る。

る 。 【ウ 、 エ 】 ☆体験か ら多様 な気付 きがで きたか。
・6年 生 ってみ ん な のた め にい ろい ☆6年 生や学校へ の愛情や親 しみが深 まったか。

うな仕 事 を して い るん だ。

1自 分たちにもできることは?(4時 間)1
06年 生 の仕事について地図に表 し、 ◎一人一人が調べ てきた ことの関係 に気付けるように

話 し合 う。 【オ】 地 図 を使 って話 し合 うよ うにす る。

○ 自分たちができることについて話 し ◎6年 生への感謝 の気持 ちをもち、 これか らの活動 に

合い6年 生 に手紙 を書 く。【エ、オ】 つ ながる願いをもつために、 自分 たちの決意 を含ん
・6年 生 の み な さん 、い つ もあ りが だ全体 か らの 手紙 と、 一人 一人 か らの手 紙 を書 く。

と う 。 ☆ 自分たちの生活 に意欲をもち、具体的なめあてがも
・わ た しは これ か ら ゴ ミを も っと き て たか。

ちん と分 け ます 。
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(3)本 時(7/15時)及 びそ の後の活動 とその分析

ね らい ・6年 生 にイ ンタビュー をした り仕事 をさせて も らった りする ことができる。

・6年 生 とのかかわ りを深 め、学校 の人々と自分のかかわ りを考え ることがで きる。

6年 生 にイ ンタ ビューや仕

事 の手伝 いをお願 いする。

・どうや って うさぎの世話 を し

て い るのか絶 対 に教 えて も ら

お う。

2.グ ル ープで6年 生 にイ ンタ

ビューや仕事をさせて もらう。

・私 の家 のおば あち ゃん も トマ

トを育てているよ。

・栽培 委員会 の人は虫 も怖 が ら

ず に取 ってい るんだ。す ごい

ね。

・こんな た くさんの本 をそ ろえ

るのは大変。クラスの本棚 は?

・一輪 車が 出 しっぱな しだ と、

学校 のみんなが困 るんだ。

・ごみが混 ざってい るときは6

年 生が分 けるんだ。 これ か ら

は分 けて出そう。

3.今 日の活動を振 り返る。

・集 会委 員はマイ クの前で も緊

張 しな いでで きるなんてす ご

い。

・放 送委 員はテ レビ朝会 の こと

もや っているんだ。

活動の分析

・6年 生が うさぎの世話 をして いる ことを調べ て分か っ

て いたため、教 えて もらいたい気持 ちが強 まった。

→ 今 まで何度 も聞 き取 り調査 を して いたので、興 味が

増 した り、活動のめ あてが明確 にな った りした。

・自分の家のことと結びつける ことがで きた。

→6年 生 に聞いた り、畑 で草取 りをさせ て もらった り

したため 自分の生活 と結びつけて考 えることができた。

・自分は怖 くて取れなか った ことを思 い出した。

→6年 生の仕事 を疑似体験 した ので 、 自分 な らどうす

るか と比較 して考 えることができた。

・自分 が本係なので 、ク ラスの本棚 と比べる ことがで き

た。

→ 図書 委員会 の仕事 を見 た りさせて も らった りした こ

とで 、 自分の係 と して の仕事ぶ りを振 り返 り、係活動

について考えることができた。

・学校 のみんなが困 るとい うことに気付 いた
。

→6年 生が学校のた めに仕 事 を して いる姿 を直接 見せ

るよ うに したことによって、みんな のために働 いて い

る とい うことに気付 くことができた。

・ごみ の分別 をしな いとみんなが困 るこ とに気付 き
、き

ちん と分別 しようとす る気持 ちをもっ ことができた。

→6年 生の仕事 をさせて もらったので 、自分 もごみ を

分けて出そうという気持 ちをもつ ことができた。

・やってみた ら自分はす ごく緊張 した。

→ 実際 に仕事を体 験 させて もらった ことで 、普段 見て

いる集会の仕事 を共感的 に考 えることができた。

・テ レビ朝会は校長先生が撮 って いると思 っていた。

→ テ レビカ メラを使わせて もらった ことによって 、普

段 の学校生活 に結びつ いた6年 生の役割 が分か った。
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児童の活動 ・反応

○ 自分た ちがで きる ことを話 し

合 い、6年 生 に手紙を書 く。

・集 会 の ときには、集会委員 の

人が 前 に立 った ら、す ぐ静か

に しよ う。

・自分た ち も6年 生みた いにが

んば りたい。

○その後 の生活で

・rう さ ぎ に草 をあ げな いで 』

とい う飼 育委 員会のポ スター

を見て 、クラス に呼びか けた。

・ごみ の分別 を進んです るよ う

にな った。

活動の分析

・自分た ちが参加 して いる集会 を支 えて くれ ている6年

生たちが いることに気付 いた。

6年 生 とかかわ りをもち、そ の ことを踏 まえて手紙

を書 いた ため、 自分の 生活 の ことを考 える ことができ

た。

・6年 生 に感謝 の気持 ちを もち、 自分た ちの これ か らの

生活 に意欲 をもっ ことがで きた。

→ 今 までの活 動を振 り返 る ことによって、 自分の これ

か らの生活 に意欲 とめあて をもつ ことができた。

・校 内に貼 られている委 員会 か らのポス ター を見 て、 ク

ラスのみんなに自分か ら呼びか ける ことができた。

6年 生 と直接触れ合 うことによって 学校 の ことを自

分の こと として感 じ、行動 に表す ことができた。

・前 にも増 して、確かめ なが らごみ を分 けるよ うにな っ

た。

→6年 生 と直接触れ合 った後、 自分 の活 動 を振 り返 る

ことによって、 自分 自身の生活 を考 え変 えてい くこと

ができるようにな った。

様子 をと らえた りす るのが難 しい面 もあった。活動意

欲 をさ らに高め、見取 る方法を工夫 していきたい。

この活動の後、学級文庫 の本 を片付けた り、ごみの

分別 を しっか りした りする姿が多 く見 られるようにな

った。児童の行 動が変化 して いった とい うことでは、

そ の気付 きが深 ま りや広が りを見せていったと言えよ

う。 この後 も、人 と直接かかわ る体験 を大 切に して、

活動 を広 げていきた い。

(4)考 察

活動の効果 は、その時間だけでな く後 の活動にお いて も多 く現れた。前 もって6年 生の仕事

を疑似体験 した ことが、実際に6年 生と一緒 に仕事 をした ときに生か され て、新 たな気付きを

生んだ。そ の気付きは、今後、児童が生活の中で次の行動 を決定 してい く際 の指針 として働 く

ことと考 える。 また、知的な気 付きは、単発の活動よ りも、活動の連続性 を大 切にす ることに

よって、よ り生 まれやす くな り、広が りや深 まりが出て くることが分かった。 さ らに、ね らい

に合った適切な活動の時期を決定す ることが大切である ことも分かった。

本単元 では、グループごとに課題 をもって調べたために、意欲 的に活 動 し考 えを深めたよい

面 もあったが、 グルー プによって活動の活発 さに差ができた り、教師が児童 の活動や気付 きの
輸

雪塾を'

溜

㌦ メ

塑 愚

野稼、訴

瀞雛 華,
ぶ

臨講

離

ノ
・嵐

ノ

轟 鐙掻謄
くごみの分別をする子どもたち》
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2「 知的な気付 きを見取る手立て」の実践事例

第1学 年 「あきとあそぼ う」

(1)本 単元 における知的な気付きを見取 る手立て

児童が思 いや願いをもって活動す るとき、そ こにはその子な りのなん らか の気付きがあ

る ことを前提 として、本単元では、児童 の活動の中か ら知的な気付きを見取 るため に次 の

よ うな具体的な手立てを考 えた。

記号

ア

イ

ウ

見取る手立て

活 動前に、 あらか じめ児童の主

な気付きを予想 してお く。

活動 中の児童の様子か らとらえ

る。

活 動後、児童が作品や カー ドな

どに表 現 した ものか ら分析 す

る。

具 体 的 な 手 立 て

・児童の見取 りたい姿、見取 りた い知的な気付きを、

一人一人 について予想する。活動 中にそれ らが見 られ

な い場合、支援表 に記入 してある内容 を支援するよ う

心掛 ける。

支 援 表

「木のはや木のみ 、たねであそぼ う」

活 動 予想される知的な気付き

A児 どんぐ りごま 軸をさす方法な ど作 り方

B児 どん ぐり人形 どんぐりの形や種類

C児
W_一___一

や じろべえ バ ランスを とる こと
ー「一

・友 達や2年 生、ゲス トティーチ ャーの方、保護者 と

のかかわ り合いの中で、相手 に問いか けた り、繰 り

返 し話を した りしている ときは、そ ばへ行き耳 を傾

け、そ こに どのよ うな気付きがあるのか を探 る。ま

た、本人に尋ねる。相手 に確かめ る。

・校庭や公園で木の葉 、木の実、種 などを集めなが ら

秋の 自然に気付 いているか、行動や発言、つぶやき、

表情 に注 目す る。

・どん ぐ りなど木の実で遊びなが らそ の形や色、種類

な どに気付 いて いるか、発言、つぶや き、表情 に注

目す る。

・公園で草木や昆虫な どの自然 とかかわ りなが ら活動

して、季節の変化への気付きやそれぞれ の活動の中

で知的な気付 きがあるか、熱中 して取 り組んで いる

様子、驚いた り喜んだ りして いる様子 に注 目す る。

・作品やカー ドか ら気付 きを分析 し、児童 に聞 く。

・授業協力者 のゲス トテ ィーチ ャー、保護者か ら情報

を集め、気付 きが見 られた場合、児童 に確認す る。

・友達のカー ドに付 けた付箋か ら気付きを探す。

・見取 り表に記入 し、単元全体 を見通せ るようにす る。
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(2)活 動計画(全18時 間)【 】は見取 る手 立 て

単元のね らい ・校庭や近所の公園 で遊んで
、 自然の変化 に関心 をもち、秋 の自然 に積

極的にかかわ り、親 しむ ことができる。

・集めて きた木の葉や木の実を使 って
、遊ぶ物や飾 りなどを友達 と一緒

に作 った りそれ らで遊んだ りで きる。

2年 生 の 「手 づ く りお もち ゃ の くに」 へ い こ う

02年 生 が生活科 で取 り組ん だ 「手

づ くりお もち ゃの くに」へ行 き、

2年 生 と一緒 に遊ぶ。

0い ろいろな秋 さが しをす る。

○校庭 のどん ぐり拾い をす る。

◎2年 生 が招待状 を もって きた時 の様 子か ら活動 前の

支援表 を作成す る。【ア】

◎2年 生 に作 り方や遊 び方を聞い てい る児童、熱 中 し

て活動 してい る児童 などか ら気付 きを見取 る。【イ】

◎ 自分で作 った児童か ら話 を聞 く。【ウ】

☆2年 生や友達 と一緒 に楽 しく遊 ぶ ことができたか。

◎一緒 に秋 さが しを しなが ら秋へ の気付 きを見取 る と

ともに、活動前 の支援表 を作成す る。【ア】

◎ どん ぐりの見つけ方や 、 どん ぐりの種類 に気付い て

いるか見取 る。【イ】

◎ 人形 や アクセサ リー、 こまやや じろべ えな どを作 り

なが ら、 どん ぐりの特性や作 り方、遊 び方 に知 的な

気付 きがあ るか見取 る。【イ】

◎ さまざまな落 ち葉や種 がある ことやそれ らを何か に

見立て るような気付 きがあるか見取 る。【イ】

◎作品や カー ド、付箋か ら見取 り表 を作成す る。【ウ】

☆木 の実で遊 んだ り作 った りで きたか。

あ きのまえの こうえんであそ ぼう(8時 間)

○ 秋 の前 野 公園 に行 き、 自由 に遊

ぶ。

だ り、 観 察 した りす る。(本 時)

◎秋 、公園、友達 とい った児童 を取 り巻 く環境を一体

的 に とらえて、児童の思いや願い を見取 って、支援

表 を作成す る。【ア】

◎児童の思いや願い に沿いなが ら内容 を変 え、繰 り返

し活動 し、活 動の様 子か ら見取 る。【イ】

◎ゲ ス トテ ィーチ ャーの環境 学習 セ ンターの方や保 護

者か ら情報 を集め、知 的な気付 きを探す。【ウ】

◎ 作品やカー ド、付箋、 日記、 日常の会話か ら知的 な

気付きを探 し、 見取 り表 を作成す る。【ウ】

☆ 秋の 自然 に関心 をもち、かかわ ることがで きたか。
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(3)本 時 の活 動(16/18時)と そ の 分析

ね らい ・秋 の 自然 の中 で、 楽 し く遊 んだ り、観 察 す る こ とが で き る。

児 童 の 活 動

1,ゲ ス トテ ィーチ ャーであ る環

境学 習セ ンターの方や保護者の

紹介 を聞 く。グループ ごとに

挨拶す る。

2.グ ループご とに公 園に出かけ

る。

(雨 天のため、校内での活動)

3,友 達 と一緒 に活動す る。

○ 「土 の中のせかい」 グループ

セ ンターの方が持 ってきて くれ

た土 と 自分 たちで集め た学校 の

土 を比べた り、その中の生物 を

虫メガネで観察 した りす る。

○ 「は っぱあそび」 グル ープ

セ ンターの方の用意 した葉 を使

って 目隠 しクイズや匂 いクイズ

をす る。

○ 「音あそび」グループ

セ ンターの方 の用意 したフ ィル

ム ケー スに何か を入れ て音 あて

クイズ をす る。

○ 「ふ うせんあそび」 グループ

昇降 口で、大 きい ビニール袋を

ふ くらませて風船遊 びをす る。

○ 「ター ザ ン ご っ こ」 グ ル ー プ

雨天 の た め 希 望 を 聞 い て 、 葉 の

こす りだ しや 、 図鑑 で の 葉 の 名

前 調 べ をす る こ とに な った。

見 取 り の 分 析

→ ゲ ス トテ ィー チ ャー の ほ う を 向 き し っか り紹 介 を

聞 い て い る 子 、 挨 拶 して い る 子 は これ か らの 活 動 に

関 心 が高 い と思 わ れ る。

→ 本時 は、 グル ープ ごとの活動 の2回 目で あ る。 グ

ループは、児童の希望す る活動 によ って分 けてある。

前 回 と同 じグルー プの子 は、 その活動 に対 して こだ

わ りがあ り知的 な気付 きも多 いの では ないか と予想

した。 そ こで 、支援表 にその こ とを記入 してお き、

気付 き を見逃 さない よ うに心掛 け たが、 予想 と異 な

る気付 きも多か った。

→E児 は うず くま って土 を入れ た箱 の中 を一心 にの

ぞい てい る。 そ ばへ行 き見 守 ってい ると、薬匙 に の

せ た小 さな虫 を見せて くれ る。 「学 校 の土、虫 いない

ん だ。 どう して かな。 固いか らかな。」 と言う。E児

は2種 類 の土を比較 し、知的 な気付 きを得 てい る。

→ 前 回 にひ き続 い て この グル ープ で活 動 したF児 は

体 全体 を働 かせ て取 り組 む。 セ ンターの方 か ら後 で

情 報収 集で きるので、F児 の状況 を伝 え、観 察 を依

頼す る。

→G児 は、 自分で音を作 る場面 で、友達 と比べ なが ら

次 々と中 に入 れ る物 を工 夫 した。 声 をか け ると 「中

はなんだ。」 と音 を聞かせ る。首 をか しげる ともう1

度 聞 かせ る。 「水 かな。」 と答 え ると、喜 んで 「大 当

た り。 先生、振 り方で音が違 うよ。」 と振 って聞かせ

る。 これ は知 的な気付 きで あろう。

→ 袋 の 口が う ま く結 べず、 何 回 もや り直 して いたH

児 に、 自分 で結 べ るよ うに袋 の 口を しぼ って も って

あげ た。 児童 は 自分 で袋の 口を結 び 、満 足そ うで あ

った。支援に結び付いた見取 りといえよう。

→ 葉 脈 を こす りだ そ うと して いた1児 は、桜 の葉 を

見て いて葉 脈 に気付 くが、 力 を入れ 過 ぎて思 うよう

に仕 上が らな い様子 であ った。 きれ い にで きてい る

部分 を指 さ して 「ここきれ いね。」 と声 をかけ る。 し

か し後 でかい た カー ドに 『だ め』 とあ った。 ここで
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○ 「ス タ ンプ あそ び 」 グル ー プ

葉 に イ ン ク をつ け て ス タ ン ピ ン

グ をす る。

○ 「どん ぐりのおみせ」 グループ

どん ぐりやギ ンナ ンな どの木の

実でペ ンダ ン トやブ ローチ を作

る。

○ 「は っぱこうさ く」 グループ

厚 紙な どに葉を貼 って冠や しお

りを作 る。

4.遊 んだ感想 を言 う。

は、 もう少 じ1児 の気持 ちを くみ 、手 を添 え るな ど

の支援 をすべ きであった。

→ 図鑑で何の葉か調べたJ児 は、桜の葉の根 もとだけ

に粒 があ る こと に気 付 く。 ゲ ス トテ ィー チ ャー のお

母 さんが興奮 ぎみ に 「先生 す ごい発 見です。」 と知 ら

せ て くれ る。確 かめた後 「大 発見ね。」 とほめ、 皆に

広 め る。 セ ンターの 方 に尋 ね るとそ れ は蜜腺 だ とい

う こ とで あ った。 これ は ゲ ス トテ ィー チ ャーか らの

情報提供に より見取 る ことができた例 である。

→ 葉 にイ ンクをつ けてい るだ けで な く、 スタ ンプ台

に葉 をのせ て台 ごとス タ ンピング して い るK児 に、

声 をか け る。K児 の発想 の よさを認 め る とと もに色

が混 じって美 しい ことをほめ る。 「金 色 が きれいね、

年 賀状 にで きそ う。」と助 言す る。これ は、K児 が 「ゴ

ール ドがあ るといいな。」 と金 のス タンプ台 をもって

きた ことへの共感 で もある。

→L児 は熱 心 に金具 を どん ぐりにつ け てい る。 見守

ってい る と他の子 が 「L君 につ けて も らった。」 と言

う。 今 まで友 達 とのか かわ り方 が苦 手だ ったL児 を

おおいにほめ る。

→M児 は多 くの冠 を作 った。 よ く見る と葉 はセロテー

プでぴ った り貼 ってあ る。 「きれ い に貼 ったね。」 と

言 うと 「ぱ らぱ らにな らない よ うに貼 った。」 と返 事

をす る。 「いいねえ。」 と気 付 きとアイデアを認める。

→ 見取 った こと を他 の児童 に広 めた り、共 感 した り

作品 のよ さをともに喜んだ りす る。

(4)考 察

活動前に予想 した児童の気付 きは、実際 には児童の気付 び 飾穐

きが多様であるために違 うもの も多か った。 しか し、見取

り表や支援表を作成 した ことによ り子どもの思いや願いのi

移 り変わ りや考 えの道筋 を把握 で き、効果的であ った。

また、活動中の様 子を見取 る過程 では、児童の思いや願

い に共感 し、その子の気持 ちに沿 うことが重要であること

が改めて分か った。教 師が見取 り、意味付けた り価値付け

た りした知的な気付 きは、子どもの心に強 く残 っている。

それは活動の後で書 くカー ドに教師に認め られた ことを書

く子が多いことか らも分かる。

肯定的な見取 りが効果的な支援 につながるといえ よう。
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3「 知的な気付きを深め広げる支援の工夫」の実践事例

第2学 年 「あきを楽しもう」

(1)本 単元 にお ける支援 の工夫

本単元で は、児童 の知的な活動を深め広 げる支援のあ り方 を考えるため に、次の5つ の

視点か ら支援の工夫を した。

本単元 では、人 と触れ合 いをもちなが ら、公園な どの公共施設で秋 を楽 しむ活動 を設定

している。 しか し、落 ち葉や どん ぐ りを拾 って遊べ るような広 い公園が学校 の近 くにない

ため に、公共 の乗 り物 を利用 し、ね らいに合 うよ うな公園 に行 く活動 を取 り入れ 、下表の

ような支 援 を試みた。 また、2年 生が、1年 生 に教 えて あげなが ら共 に秋 を楽 しむ とい う

明確な 目的 をもって活動に取 り組 めるよ うに支援 を工夫 した。

記号

ア

イ

ウ

工

オ

支援の視点

一入一人が自分の気付 きを確

認 し、興味を深める支援 をす

る。

気付 いた ことに対 し、お互 い

の気付 きのよさを発見す るた

めの支援 をす る。

気付 いたことを振 り返 り、さ

らに深 く追究 しようとす るた

めの支援 をする。

気付いた ことを他 の人に教え

た り伝えた りするための支援

をす る。

これ までの活動 をもとに、新

たな思 いや願 いをもつための

支援 をす る。

支援の方法

・公 園マ ップを用意 し、行 きた い場所 を確認 させる。

・公 園課の人を招 き、話を聞かせて もらう。

・時刻表や路線図な どをもとに公共施設まで の道順や行

き方 を話 し合 うための場を設定す る。

・気 付いた ことを掲示 し、お互 いの気付きのよいところ

やア ドバイスな どを応援カー ド(付 箋)を 利用 して認

め合 うようにす る。

・気付いたことな どをカー ドや写真 を見て振 り返 るため

の コーナー を設ける。

・もっと調べてみたいと思 った ことをもう一度施設 の人

な どに聞いてみる ことができるような機会 を設ける。

・壁新聞な どを使 って、自分の気付 きをまとめてさまざ

まな人 にみても らえるようにする。

・実際 に1年 生を連れて公共施設に行 き、 自分たちが気

付 いた ことを伝え られるような場を設 ける。

・拾 ってきた木 の実や落ち葉、 また調べ た ことな どを利

用 して次の単元 にっながるようにする。

・ポー トフォリオな どで児童 の活動 にかかわ るもの を集

めてお き、 自分たちの気付 きを価値のあるものとして

みる ことができるように教師が気付きのよさをそ こに

書き込 んでい く。
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(2)活 動 計画

単元のね らい

(全28時 間)【 】は気付きを深め広げる支援の視点

・地下鉄や商店街
、公園な どで働 く人 々に関心 をもつ とともに、安全に気

を付けてそれ らを正 しく利用す ることができる。

児童の活動 ◎気付きを深め広げる支援 ☆評価

1か か しまつ りにさんか しよう(7時 間)1

○商店街 の様子が どう変わ ったか見学 ◎発見 カー ドの中 に興味 がわ くように書 き込め る地

しに行 く。 図 な どを入 れ てお く。 【ア】

○ 商店 街 の人 に イ ンタ ビ ュー す る。 ◎ イ ンタ ビ ュー カー ドの利 用 を考 え させ る。【ア】

○祭 りに参加 し地域の人 々の様 子な ど ◎友達 などに見て もらえるように掲示 の場所を確保

を観察す る。 す る。【エ】

○ かか し祭 り新聞 を作 る。 ☆ かか し祭 りに興味 をもち、 自分 が知 りたい課題を

それぞれが もっことができたか。

11年 生 とい っし・にあ きを見つけ}・行 こう(8時 間)1

○秋の遠足 で楽 しみに してい ることを ◎話 し合い コー ナーで公園 マ ップを見なが ら話がで

話 し合 う。 きる よ う に用 意 をす る。 【ア 】

○公園 までの道順 を調べ、地下鉄 の乗 ◎路線図や料金 表な どを準備す る。【ア】

り方 を考 え る。 また、それ らを使 って話 し合い活動がで きるよう

○安全 に気 を付けて地下鉄 などで 目的 に グル ー プ を 作 ってお く。【ア】

地 まで 行 く。 ◎発見 カー ドを用 意 して気 付いた ことをメモできる

○ 自然の中で楽 しく遊 ぶ。 よ う にす る。 【ウ】

☆お互いの気付 きを認め合 い,ま た 目的意識 をもっ

て話 し合いに参加で きたか。

11年 生 とい ・し・にあ きを見つけ}・行 こう(8時 間)1牲 と合同1

01年 生 と相談 しなが らどん ぐりや落 ◎ 自分たちが気付いた ことを互い に教 え合 う時間を

ち葉 を集め る計画を立て る。 も つ 。 【エ 】

○地下鉄など公共の乗 り物を利用する ◎ カー ドに書いた気付きを表 にまとめ、友達 と認め

ときに気 を付け ることを取 材す る。 合 うため に応 援 カー ドを用 意 す る。 【イ】

(本 時) ◎ 実際 に行 く途中で公共施設の人に聞 いてみる時間

○取材 したことを伝 え合 う。 を設 け る。 【エ】

○代 々木公園に行 き秋を楽 しむ。 ☆ 自分た ちの気付 きを分か りやす く伝え、 目的 を達

成で きた成就感 を味わえたか。

1み んなであきを楽 しもう(5時 間)1牲 と合同1

○ 公園で拾 ってきたものを説 明 し合い ◎様 々な遊 びのアイデ ィアが次 の単元 に生 かせ るよ

なが らい っ しょに遊 ぶ もの を作 る。 うに作 り方 な どを発表 させ る。【オ】

○ 自分の気付 きや作品をフ ァイル にま ◎今 までの活動 で、気付いたことを振 り返 らせるた

とめて次 の単元 に役立 てる。 め の フ ァイ ル を用 意す る。 【オ 】

☆今 までの気付 きをまとめ、次 の活動につながる意

欲が生 まれ たか。
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(3)本 時 の活動(18/28時)と そ の分 析

ね らい ・地 下 鉄 な ど公共 の 乗 り物 を利用 しなが ら、 そ こで働 く人 々に 関心 を もつ。

・公 共施 設 の 利 用 を
、 目的 を も って調 べ て、1年 生 に伝 え た い とい う意欲 を

もつ。

児童の活動 ・反応

1.一 緒 に公園に行 くときに1年

生 のために 自分たちで地下鉄の

乗 り方 を調べよ うとい う目的 を

もつ。

2.地 下 鉄 での キ ップの 買 い方 、

駅 の施 設 の 利用 の仕 方 、 マ ナー

な どにつ い て 、実 際 に地 下 鉄 に

乗 りな が ら調 べ る。

・乗 り方 や 気 を付 け る こ とを
、 探

検 カー ドに書 こ う。

・友達 は 、探 検 カー ドに何 て書 い

た の か な、 自分 の と比 べ て み た

い な。

・エ ス カ レー ター に も点字 が あ る

ね 。

・切 符 を買 うと きは 、 ど こを見 れ

ば い い の か な。

・子 ど も料 金 はい く らなの か メ モ

して お こう。

・1年 生 に分 か るよ う に写真 に撮

って お こ う。

3.地 下鉄 に乗 って み て 、 さ らに

分 か らな か った こ とを 、駅 の 人

に聞 い てみ る。

・線 路 に物 を落 と した と きは 、 ど

うす れ ば い いの だ ろう。

・改 札 口に駅 の 人 が い る よ。

聞 い て み よ うか な。

・す み ま せ ん、1小 学 校 の2年 生

で す。 今 度 地 下鉄 を使 って公 園

に 行 くので す が、 分 か らな い こ

とが あ るの で 教 え て くだ さい。

支援の分析

→ 前時に作 ったバ ッジを付けた り、1年 生か らの手紙

で頼 まれ たことを確認 した りす る ことで、1年 生 のた

めに地下鉄の乗 り方 を調べよ うとい う意欲を高めるこ

とができた。

→ ここでは探検 カー ドを用意 し、 自分の気付 きを文字

で表す活動 を入れ ることで、 自分で 自分の気付 きを確

認 させる意図があ った。 この活動 は、後 に発表すると

き役立 った。

→ 友達 と一緒 にカー ドに気付 いたことを書 くようにす

る こと、互いに刺激 し合い、 た くさんの気付 きをメモ

しようとする意欲 に結 びついた。

→1年 生 のことを念頭 に置 きなが ら気付 きをメモ して

い るため、「安全面」 での気 付 きが多い。 ここでは、

支援 と して、安全面 に対す る気付 きとともに、切符の

買い方や、料金な どへの気付 きも高 く評価す ることで、

気付 きの幅を広 げてい きたい。

→ デ ジタルカメラを用意 し、 メモで表 せない、新 しい

気付 きができるように した ことで、1年 生 に説明する

ときに分か りやす くできた。

→ 事前 に駅員や係 の人 と打ち合わせ を して子 どもたち

が 自分の気付きをもとに、疑問点 などを解決す るため

のインタビューがで きる時問 を設定す る。 これは、人

と直接触れ合 うことのできる大切な場面 であ る。そ こ

では知的な気付 きが生 まれやすい と考え られ るため、

人 とかかわるための支援 は、非常に有効 だといえ る。

また、駅員や係 の人 は、 自分たちの気付かなか った

点 などを補 って話 して くだ さるため、気付 きの深 ま り

がみ られ た。
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4.教 室 に戻 ってか ら気付 いた こ

とを振 り返 り、1年 生 に伝 えた

いことを表 に書 き込みなが ら発

表する。

・わた しは、1年 生 と一緒 に公園

に行 くときに地下鉄で ホームで

の並び方につ いて教 えて あげま

す。

・○○ さんは、子 ども料金のボタ

ンの押 し方 を分か りやす く書い

ていたので1年 生 もよく分かる

と思 います。

・△△さんは細かい ところまでよ

く見て いるね。

5.地 下鉄の乗 り方 で分か った こ

とを1年 生 の教室で説 明す るた

め に、何が大切か話 し合 いをす

る。

・広 い改札 ロの写真 は1年 生 に見

せたいね。料金表 も見せよ うよ。

→ 黒板 に気付きのメモ を直接貼れ る大 きな表 を用意 し

てお き、全員が友達 の気付きを見 られ るよ うに支援す

る。 さらに表 の下 に友達の気付 きのよいところを見っ

けた り、ア ドバイス を付箋(応 援 カー ド)に 書 いて貼

れ るスペースを設 けた りして、お互 いの励み にな るよ

うな支援 を考 えた。児童は、友達か ら認め られた気付

きによって、 自分の気付きを深め ることがで き、 自分

の気付 きを友達 に教え ることによって、 自分 の気付 き

を友達 にも広めて いくことがで きた。

→1年 生 に伝 えたい ことがた くさん出てきて、 どれが

一番大切な ことか を気付かせる ことが難 しい と実感 し

た。そ こで、 これか ら何 を一番伝 えたいか を考 えさせ

るよ うな問いか けを工夫 していく必要がある と考 えた
o

(4)考 察

知的な気付きを深 め広 げる支援 とは、次の3点 が大切 であると考 える。

1点 目は知 的な気付 きの興味関心を芽生え させ 、それ を持続 させてい く支援 である。1年 生

と一緒 に公園に行 くという目標を もった とき、興 味や関心 を公園に行 く日まで持続 して いる児

童が多 かった。

2点 目は気付 いた ことを楽 しく表現 していけるようにす る支援で ある。写真やカー ド、新聞

な ど、多様な表現の仕方 を紹介す ることで、 自分の得意な表 し方がだんだん分か り、 自分 たち

の気付 きを表 していけるよ うにな るとい うことが確認できた。

3点 目は社会や 人 と密接 にかかわ らせ るような支援 である。例え ば、インタビューな どで直

接人か ら聞 くことによって、その人の人柄 にふれ、他 の知識 も得る ことがで きる。そ こには、

図鑑や コンピュー タか ら得た知識 とは違 い、人 との触れ合 いが楽 しい という感情が生まれて く

る・その中で知的な気付きが深まった り広がった りす ることが多い と考える。

これか らもこの3点 に留意 して支援の工夫を して いきたい。
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V研 究の成果 と今後の課題

私 たちは研究主題 に迫 るため、仮 説を立て、授業実践 を通 して検 証を行 い、以下 のような研

究成果 と課題 をもった。

1研 究の成果

(1)知 的な気付 きが多 く生まれ るよ うな学習活動 の工夫 について

例 えば町探検 のとき、教師が、そ この町 を知 りた いと思 っている外 国の人を導入で登場 させ

ることで、児童 は 「外国 に住 む人に 自分の町を教 えよう」 という自分 のめあてや見通 しをもち

なが ら活動 を持続 させ、多 くの ことに気付いた。児童 にとって必然性 のある活動か らは、知的

な気付 きが生まれやす いことが分か った。

人や社会、 自然 と直接かかわ る活動か らは、児童は楽 しさや喜 びを感 じ取 りやす く、知的な

気付 きも多 く生まれた。また、児童 の思いや願 いに沿 って活動を繰 り返 し行 った り自分の考 え

をまとめた りす るため には、柔軟 な活動計画 を組む ことも必要だ ということが分か った。

(2)知 的な気付 きを見取 る手立て について

知的な気付 きは、見取 り表 を作 り、予想す ることで、ある程度 は効率的に見取 ることができ

た。そ して、そ うい う姿勢 を教師が もっ ことによ り、それ までは見逃 していた児童の些細 な発

言や表情 の変化 に注 目し、知的な気付きをよ り把握 できるよ うにな った。それ を教師が記録 し

て いくことで、児童 の学びの様子 をとらえた り、支援 の工夫 に生か した りす ることができた。

また、児童が表現 したものか ら知的な気付 きを見取 る ことも多 く行 ってきた。例えば、一本

の木 に関す る記録 を取 り続 け、後で並べて見 ると季節 の変化 に気付 くな ど、ポ ー トフォ リオ の

ような形 で児童のか いた もの を残 してお くことで生まれ る気付 きも多い ことが分かった。

(3)知 的な気付 きを深め広 げる支援 の工夫 について

教師の共感や賞賛 の言葉は児 童の活動の大きなエネル ギー源である。自分が した こと、気付

いた ことが認め られた りほめ られた りした児童 は、友達 に自分の気 付きを伝えた り、活動 を発

展 させた りした。そ してその積 み上げが 自分 自身への 自信 となっていった。

漠然 とした気付きであって も、教師が質問 した り関連付 けた りす る ことで、児童が 自分の気

付 きをはっき り自覚できた ことも多か った。教師の言葉か けだけでなく、友達 の気付きを知っ

たことで、友達のよ さを知 った り、それに刺激 されて新たな気付 きや願いが生 まれるな ど、児

童が互 いに学び合えるよう支援す ることも知的な気付 き を深 め広 げることに有効であった。

2今 後 の課題

(1)多 様な活動にお ける支援 のあ り方 をさ らに探 る こと

課題別 グル ープの数が多かった り、複数の場所で活動 した りした場合、教師が知的な気付 き

を十分見取れないこともあった。授業協力者 との連携 、児童の表現力を向上させ るための手立

てなども考えていく必要がある。それ に、一瞬で も表 出 した児童の気付きを敏感 に見取れ るよ

う、教師の感性 をよ り磨 いて い くことも大切である。

(2)支 援 と評価のあ り方 を探 る こと

活動の中で行 った支援が適切で あったか どうかは、その児童 のそれ以降の学びの姿 で判 断 し

な ければな らない。評価 につ いては、実践研究 を深 める ことはで きなかった。今後、よ りよい

支援 と評価 のあ り方 につ いて、児童の学 びの姿 を大 切に して さ らに研究 を続 けていきたい。
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